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貴金属バスケット価格は、金価格、銀価格、白金価格、パラジウム価格に基づいて算出されます。

なお、ETFS貴金属バスケット上場投信の一口当たりの貴金属は、およそ0.04ファイン・トロイ・

オンスの金、およそ1.2トロイ・オンスの銀、およそ0.01トロイ・オンスの白金、およそ0.02ト

ロイ・オンスのパラジウムの合計です。
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Ⅰファンドの運用状況

1. 2016年12月決算期の運用状況（平成28年1月1日～平成28年12月31日）

(1)資産内訳　

金額　　　　 金額　　　　

％ ％

ETFS金上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

％ ％

ETFS銀上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

％ ％

ETFS白金上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

％ ％

ETFSパラジウム上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

％ ％

2016年12月決算期

2015年12月決算期

（注） 主要投資資産は、平成27年3月１6日午前零時（ロンドン時間2015年3月15日午後4時）現在のものとしてブルームバーグに

よって表示される為替レート（スポット・レート）（1米ドル＝112.87円）に基づいて円換算しています。（以下同じ）

ETFS貴金属バスケット
上場投資信託

12,792 (100) 12,792 (100)

10,644 (100) 10,644 (100)

20,838 (100) 20,838 (100)

百万円 百万円

百万円 百万円

23,343 (100) 23,343 (100)

36,166 (100) 36,166 (100)

28,763 (100) 28,763 (100)

62,163 (100) 62,163 (100)

百万円 百万円

百万円 百万円

94,964 (100) 94,964 (100)

606,001 (100) 606,001 (100)

395,648 (100) 395,648 (100)

　（百万円未満切捨て）　

主要投資資産 合計（資産）

　構成比 　構成比

百万円 百万円

代　表　者　名

管　理　会　社

代　表　者　名

問合せ先責任者

    有価証券報告書提出予定日

    分配金支払い開始予定日

ETFS貴金属バスケット
上場投資信託

1676 貴金属バスケット価格
（注）

金・銀・白金・
パラジウム

（注）

    外 国 投 資 法 人

ETFS白金上場投資信託 1674 白金価格 白金

ETFSパラジウム上場投資信託 1675 パラジウム価格 パラジウム

ETFS金上場投資信託 1672 金価格 金

ETFS銀上場投資信託 1673 銀価格 銀

平成28年12月期　決算短信（平成28年1月1日～平成28年12月31日)

平成29年3月17日

銘柄名 コード番号 連動対象指標 主要投資資産 売買単位



(2)設定・償還実績

当営業期間末

発行済口数

(①) (②) (③) （①+②-③）

千口 千口

ETFS金上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

千口 千口

ETFS銀上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

千口 千口

ETFS白金上場投資信託 2016年12月決算期

2015年12月決算期

千口 千口

2016年12月決算期

2015年12月決算期

千口 千口

2016年12月決算期

2015年12月決算期

（注） 上記の設定・償還実績については、営業期末時点の未決済上場投信を含んでいません。

(3)基準価額

（（③/当営業期間末

百万円 百万円

2016年12月決算期 -

2015年12月決算期 -

百万円 百万円

2016年12月決算期 -

2015年12月決算期 -

百万円 百万円

2016年12月決算期 -

2015年12月決算期 -

百万円 百万円

2016年12月決算期 -

2015年12月決算期 -

百万円 百万円

2016年12月決算期 -

2015年12月決算期 -

売買単位は、金、白金、パラジウム及び貴金属バスケットについては1口、銀については10口となります。

貴金属証券の一単位当たりの資産は、証券1単位当たりの基準価額に基づいたものとなっています。証

券1単位当たりの基準価額は、相応する証券1単位当たりの貴金属エンタイトルメントに対応する値決め

による価格を乗じたものとなります。各々の類型の貴金属にかかる証券の裏付けとなっている貴金属ご

との総価値は、相応する証券の残高と等しくなります。このために、純資産額は零となり、総資産額は、

は、証券の裏付けとなる貴金属の総額と等しくなります。

［参考］外国投資法人の財政状態

百万円 百万円 百万円

2016年12月決算期

2015年12月決算期

貴金属証券は、期限の定めのない、請求権の限定されている発行体による債務です。全出資口は、親会

社であるイーティーエフ・セキュリティーズ・リミテッドにより保有されています。投資主持分額は、

総資産額から総負債額を差し引いたものです。

549,073 548,268 805

(注1)　

（注1）

（注2）

総資産額 総負債額 投資主持分額

822,953 822,962 -9

百万円 円

ETFS貴金属バス
ケット上場投資信
託

12,792 12,792 9,567

10,644 10,644 8,548

百万円 円

ETFSパラジウム上
場投資信託

23,343 23,343 72,754

20,838 20,838 59,019

百万円 円

ETFS白金上場投資
信託

36,166 36,166 9,761

28,763 28,763 9,384

百万円 円

ETFS銀上場投資信
託

94,964 94,964 17,478

62,163 62,163 14,978

ETFS金上場投資信
託

606,001 606,001 12,596

395,648 395,648 11,569

総資産  負債
（注） 資産

発行済口数）×売買単位）

百万円 円

ETFSパラジウム上場投
資信託

3,530 1,028 1,350 3,208

5,012 913

売買単位当たり基準価額

2,395 3,530

千口 千口

ETFS貴金属バスケット
上場投資信託

1,245 275 183

1,461 766 982 1,245

3,065 1,977 1,337 3,704

3,504 1,194 1,633 3,065

1,337

千口 千口

36,344 15,209 10,053 41,500

千口 千口

千口 千口

41,500 31,282 18,451 54,332

千口

34,198 25,648 11,739 48,107

41,539 10,508 17,849 34,198

前営業期間末 設定口数 償還口数

発行済口数

千口



2. 会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更  有・無

② ①以外の変更   有・無

ご参考： 会計基準等の改正

(a） 2016年1月1日に発効した基準、修正及び解釈指針：

以下の新規及び改訂後の基準ならびに解釈指針が当年度に適用され、当財務諸表に影響を与える可能性がある。

それ以外に適用された基準及び解釈指針で当財務諸表に影響を及ぼしていないものの詳細については、セクション

(b)に記載されている。

・ 国際会計基準審議会が公表したIAS第1号「財務諸表の表示」（開示の取り組み）

この修正は、以下の変更を行うことにより、財務報告の表示の際に作成者による判断の行使の妨げになると認識さ

れたものに対処している。

・情報の集約または重要性のない情報の提供により情報を不明瞭にしてはならないこと、重要性の検討は財務

諸表全体に適用されること、基準が具体的な開示を要求している場合でも重要性の検討が適用されることの明確化。

・財務諸表の小計に関して関連性のある追加的な指針として、財務諸表において表示される表示項目一覧は分

解及び集約できることの明確化、並びに持分法で会計処理される関連会社及び共同支配企業のその他の包括利益

に対する企業の持分を、その後に損益に振り替えられることになるのかどうかに基づき、単一の表示項目として集約

して表示しなければならないことの明確化。

・注記の配列を決定する際に、理解可能性及び比較可能性を検討しなければならないことを明確化し、IAS第1号

の第114項に列挙されている順序で表示する必要がないことを示すための、配列可能な注記の追加的例示。

・ 国際財務報告基準(「IFRS」)の年次改善

・企業が資産を売却目的保有から所有者分配目的保有に再分類する、またはその逆の場合、及び所有者分配

目的保有の会計処理を中止する場合の、IFRS第5号の特定の指針を含んでいる。

・サービシング契約が譲渡資産に対する継続的関与なのか否かを明確化するためのIFRS第7号の追加的な指針、

及び要約期中財務諸表における相殺開示に関する明確化を含んでいる。

・退職後給付（IAS第19号）の割引率の見積に使用される優良社債は、給付が支払われる通貨と同一の通貨建て

でなければならないことを明確化している。

・「期中財務報告書の他の箇所」の意味を明確化し、相互参照（IAS第34号）することを要求している。

(b） 2016年1月1日に発効しているが、当社に関連性のない基準、修正及び解釈指針：

・ IFRS第10号「連結財務諸表」及びIAS第28号「関連会社及び共同支配企業に対する投資」(2011年) (将来の資産の

売却または拠出にのみ適用)

・ IFRS第10号「連結財務諸表」、IFRS第12号「他の企業への関与の開示」及びIAS第28号「関連会社及び共同支配

企業に対する投資－連結の例外の適用」


